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平成２８年（健）第５４３９号

平成２９年９月２９日裁決

主文

本件再審査請求を棄却する。

事実

第１　再審査請求の趣旨

再審査請求人（以下「請求人」という。）

の再審査請求の趣旨は、後記第２の２(9)

記載の原処分を取り消し、後記第２の２(8)

記載の本件納付遅延について正当な理由が

あるものと認める旨の裁決を求めるという

ことである。

第２　事案の概要

１　事案の概要

本件は、請求人が、健康保険の被保

険者の資格を喪失後、全国健康保険協会

（以下「本件協会」という。）に対し、健

康保険法（以下「健保法」という。）第

３条第４項に規定する任意継続被保険者

（以下、単に「任意継続被保険者」という。）

としての資格（以下「任意継続資格」と

いう。）の取得に係る申出をし、後記２

(8) 記載の本件納付遅延について、後記

２(8) 記載の申出書Ｂによる申出をした

ところ、本件協会が、本件納付遅延つい

て正当な理由があるものと認められない

として、後記２(8) 記載の本件申出を承

認しない旨の処分（以下「原処分」とい

う。）をしたことから、請求人が、原処

分を不服として、標記の社会保険審査官

に対する審査請求を経て、当審査会に対

し、再審査請求をしたという事案である。

２　本件再審査請求に至る経緯

本件記録及び本件手続の全趣旨による

と、請求人が本件再審査請求をするに至

る経緯として、次の各事実が認められる。

(1)　請求人は、平成○年○月○日付け

で健康保険の被保険者の資格を喪失

し、引き続き同日から任意継続資格を

取得するため、同年○月○日（受付）、

本件協会に対し、健保法第３条第４項

及び第３７条第１項の規定に基づき任

意継続資格の取得に係る申出をした。

(2)　本件協会は、平成○年○月○日付

けで、請求人に対し、任意継続被保険

者資格取得受理通知書（以下「通知書

Ａ」という。）を送付し、任意継続資

格の取得に係る申出を受理した旨を通

知するとともに、いずれも納付期日を

同月○日とする、同年○月分及び○月

分に係る健康保険任意継続被保険者保

険料納付書（払込取扱票）（以下「納

付書」という。）２通（以下、併せて「納

付書Ａ」という。）を送付した。なお、

通知書Ａには、「保険料納付書が複数

枚同封されている場合は、すべての保

険料納付書を利用し、納付期限までに

お支払いください。」との注意書きが

付されている。

(3)　請求人が納付書Ａに係る保険料を

いずれも納付期日までに納付しなかっ

たことから、本件協会が、請求人に対

し、正当な理由なく納付期日までに納

付書Ａに係る保険料を納付しないと任

意継続資格が遡及して取消しになる旨

通知したところ、請求人は、平成○

年○月○日（受付）、本件協会に対し、

納付書Ａに係る保険料の納付遅延（以

下「初回納付遅延」という。）について、

健康保険任意継続被保険者保険料納付

遅延理由申出書（以下「申出書Ａ」と

いう。）を提出した。なお、申出書Ａ

には遅延理由として「お世話になりま

す。勤務形態が変わり○月の収入がな

く、また子供の大学入学に伴い多額の

出費でしたので納付期限までに納付す

ることができませんでした。」と記載

されている。

(4)　本件協会は、平成○年○月○日付

けで、請求人に対し、「さきに提出の

ありました健康保険任意継続保険料遅

延申出について、健康保険法第３７条

第２項ただし書き、または第３８条第

３号の正当な理由であると認められま

したのでお知らせいたします。つきま

しては、健康保険任意継続保険料を下

記納付期限までに納付ください。」と
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して、請求人に係る任意継続資格の取

得を承認する旨の処分（以下「先行処

分」という。）をした。なお、先行処

分に係る請求人に対する通知書面（以

下「通知書Ｂ」という。）には、遅延

承認納付目的年月「平成○年○月」、

納付期限「平成○年○月○日」と記載

され、本件協会は、同年○月○日付け

で、請求人に対し、いずれも納付期日

を同年○月○日とする、同年○月分、

○月分及び○月分に係る納付書３通

（以下、併せて「納付書Ｂ」という。）

を送付した。

(5)　本件協会は、平成○年○月○日付

けで、請求人に対し、納付期日を同年

○月○日とする、同月分に係る納付書

（以下「納付書Ｃ」という。）を送付した。

(6)　請求人は、納付書Ｂに係る保険料

をいずれも納付期日までに納付しない

まま、平成○年○月○日付けで、納付

書Ｃを使用して納付書Ｃに係る保険料

を納付した。

(7)　本件協会は、平成○年○月○日付

けで、請求人に対し、「初めて納付す

べき保険料が指定された納付期日ま

でに納付されなかったため。（健康保

険法第３７条第２項）」という理由で、

任意継続資格を取り消す旨の処分をし

た。

(8)　請求人は、平成○年○月○日（受

付）、本件協会に対し、納付書Ｂに係

る保険料の納付遅延（以下「本件納付

遅延」という。）について、健康保険

任意継続被保険者保険料納付遅延理由

申出書（以下「申出書Ｂ」といい、申

出書Ｂによる申出を「本件申出」とい

う。）を提出した。なお、申出書Ｂに

は遅延理由として「このたびご指摘

（注：「指適」は誤記と認める。）いた

だきました保険料初回分（○月分）の

遅延につきましてその理由と経緯は次

のとおりです。○月○日に○月分納付

期限延期を電話でお願いし納付期限が

○月となる。○月○日に「納付遅延理

由書」を提出し、その時「勤務形態が

変わり○月の収入が無く、また子供の

大学進学に伴う多額の出費により期限

まで納付できないため」という理由を

記述した。○月○日に○月分を納入す

るため最新（作成月日平成○年○月○

日）の「納付書払込取扱票」を用いて

保険料を支払ったが、その際当該「納

付書払込取扱票」の納入目的年月が○

月分であることに気づかなかったた

め、結果として３月分が遅延納状態の

ままとなった。以上のように、最新の

「納付書払込取扱票」が○月分ではな

く「納付期限が修正された○月分」で

あると錯誤したため、今回の遅延が生

じました。遅延している保険料を速や

かに納入する用意がありますので○月

分、○月分、○月分の「納付書払込取

扱票」の送付をお願いしたく存じます。

お手数をおかけしますが、どうぞよろ

しくお願いいたします。」と記載され

ている。

(9)　本件協会は、平成○年○月○日付

けで、請求人に対し、「さきに、提出

のありました健康保険任意継続被保険

者保険料の納付遅延理由については、

健康保険法第３７条第１項、同条第

２項、第３８条第３号（注：「第３項」

は誤記と認める。）の正当なる理由で

あると認められませんでしたので通知

します。」として、本件納付遅延につ

いて正当な理由があるものと認められ

ないとして、本件申出を承認しない旨

の処分（原処分）をした。

(10)　請求人は、原処分を不服として、

標記の社会保険審査官に対する審査請

求を経て、当審査会に対し、再審査請

求をした。

第３　当事者等の主張の要旨

（略）

 

理由

第１　問題点

１　健保法第３７条第２項は、「第３条第

４項の申出（注：任意継続被保険者の任

意継続資格の取得に係る申出）をした者
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が、初めて納付すべき保険料をその納付

期日までに納付しなかったときは、同項

の規定にかかわらず、その者は、任意継

続被保険者とならなかったものとみな

す。ただし、その納付の遅延について正

当な理由があると保険者が認めたとき

は、この限りでない。」と規定している。

これを承けて、健康保険法施行規則第

１３８条第３項は、健保法第３７条第２

項ただし書に該当する者は、「遅滞なく、

保険料を遅延して納付する理由を記載し

た申請書を保険者に提出しなければなら

ない。」と規定している。そして、健保

法第１６４条第１項は、任意継続被保険

者に関する保険料（初めて納付すべき保

険料を除く。）はその月の１０日までに、

初めて納付すべき保険料は保険者が指定

する日までに、それぞれ納付しなければ

ならない旨を定めている。

２　本件の問題点は、上記規定に照らして、

本件納付遅延について、正当な理由があ

るものと認められないかどうかというこ

とである。

第２　当審査会の判断

本件の問題点について検討し、判断する。

(1)　健保法の規定する適用事業所にお

ける使用関係が消滅している任意継続

被保険者の任意継続資格の存続は、専

ら保険料納付の有無にかかっており、

任意継続被保険者としては、保険料の

納付については特に注意を払うことが

求められているものというべきであ

り、健保法第３７条第２項において、

初めて納付すべき保険料を納付期日ま

でに納付しなかったときは、その納付

の遅延について正当な理由があると認

められる場合を除き、任意継続被保険

者とならなかったものとみなすと定め

られているのも、この趣旨によるもの

と解される。そして、この正当な理由

とは、天変地異による交通・通信の途

絶のような特異な事態のみを意味する

ものではなく、上記のような任意継続

被保険者の立場に照らしてみても、な

お、社会通念上、その保険料の納付遅

延が宥恕されるべきものと判断される

ような事由をも含むものと解するのが

相当であるところ、任意継続被保険者

に係る事務を行う本件協会は、「正当

な理由があると保険者が認めたとき」

として、天災地変、交通・通信関係の

スト等により納付期日までに納付が困

難な場合のほか、任意継続被保険者に

保険料納付の意思があるのに、手続等

について誤解していた場合（２回目以

降は除く。）等については認める取扱

いをしている。

(2)　本件記録によると、初回納付遅延

について先行処分が行われたのは、上

記 (1) に記載の本件協会の保険料の納

付遅延の取扱いによるものと認めら

れ、申出書Ａに記載の遅延理由から

も、請求人は保険料納付の意思を有し

ていたものとうかがわれ、初回の納付

遅延であることを勘案すれば、上記説

示の任意継続被保険者の立場に照らし

てみても、初回納付遅延について正当

な理由があるものと認めるのは相当と

認められる。そこで、本件納付遅延に

ついて正当な理由があるか否かを検討

する。

上記第１の１に掲示のとおり、健

保法第１６４条第１項は、任意継続被

保険者に関する保険料の納付期日につ

いて、初めて納付すべき保険料は保険

者が指定する日とし、初めて納付すべ

き保険料以外の保険料はその月の１０

日としているところ、保険者は、平成

○年○月○日付けで、請求人に対し、

通知書Ｂとともに納付書Ｂを送付し、

同年○月○日までに同年○月分、○月

分、○月分の保険料を納付すべき旨を

催告したのであるから、本件において、

保険者が支払期日を指定した初めて納

付すべき保険料は、同年○月分、○月

分、○月分であることが明らかである。

したがって、請求人は、平成○年○月

分から○月分までの３か月分の保険料

を、納付期日である同年○月○日まで

に支払わなければ、正当な理由がある
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と認められる場合を除き、任意継続被

保険者とならなかったものとみなされ

ることとなる。

そして、請求人は、納付目的が平成

○年○月分の納付書Ｃを「納付期限が

修正された○月分」に係る納付書であ

ると錯誤して、納付書Ｃにより同年○

月○日に保険料を支払ったために、本

件納付遅延が生じた旨を主張するので

あるが、上記説示のとおり、本件にお

いて、初めて納付すべき保険料は、同

年○月分から○月分までの３か月分の

保険料なのであるから、仮に納付書Ｃ

による保険料の納付を同年３月分の保

険料の納付と認めたとしても、同年○

月分及び○月分の保険料は納付されて

いないし、本件納付遅延が請求人とし

ては２回目の納付遅延であることから

しても、上記説示の任意継続被保険者

の立場に照らして考えるに、本件納付

遅延について正当な理由があるものと

認める余地はないというべきである。

(3)　以上によれば、本件納付遅延につ

いて正当な理由があるとは認められな

いとして、本件申出を承認しないとし

た原処分は妥当であり、本件再審査請

求は理由がないから、主文のとおり裁

決する。
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